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1887(明治20)年の金沢区立工業学校(現 石川県立工業高等学校)の 創立 を
もって,日 本におけるデザイン教育の はじま りとす るな らば,今 年 は 日本のデ
ザ イ ン教育が100周年 を迎 えたこ とになる。以後当初のデザ イ ン教 育は,明 治
維新の動乱に よって衰退 して いた伝統 的工芸 品(陶 磁器,漆 器,銅 器,織 物な
ど)の 再興 を 目的 と して設立 された地方 レベルの実業教育機関でお こなわれる
1)
こ とが多か った 。
1895(明治28)年にいたって,デ ザイ ン教育が議会の問題 と して提起 され,
その結果 として,国 の教育機関のなかにデザ イ ン教育の部門が は じめて設置 さ
れ な。東京 美術学 校(現 東京芸術 大学)図 案科 であ る。 翌年,東 京工 業学校
(現東京工業大学)の 付属機関であ った工業教員養成所 に も工業図案科 が新設
され,東 京 で一挙 に2校 のデザ イン教育部 門が スター トした。
つづいて1898(明治31)年の議会での建議 に もとづ き,1902(明治35)年に
京都高等工芸学校(現 京都工芸繊維大学)が 創設 され,色 染 ・機織 の各科 にあ
わせて,図 案科 が設置 されてい る。上記東京2校,京 都1校 の計3校 が,明 治
期に設立 さた文部省直轄 のデザ イン教 育機 関で あ り,と もにの ちの 日本のデザ
イン振 興に,大 きな力 となった。
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日本のデザ イン教 育が端緒 につ いて よ り1世 紀 を経 た今 日,デ ザ イ ン教育 に
も指導的役割 を果た した これ ら3つ のデザ イン教 育機 関において,ど の ような
デザ イ ン教育がお こなわれていたか については,ま だ十分解明 されてい ない。
デザ イン教育の伝統 を現在 に受 け継 ぐことので きた東京芸術大学や京都工芸
繊維 大学 には,明 治期 の卒業制作作 品炉残 されて お り,こ れ らが 当時のデ
ザ イ ン教育の内容 を示す貴重 な資料 となっている。 ところが,東 京工業学校 の
工業図案科 は1914(大正3)年 に廃止 され,東 京工業大学 にその伝統 は受 け継
が れず,卒 業制作作 品の存在 も聞か ない。
しか し東京工業学校 の工業 図案科 には,他 の2校 にみ られない,際 立 った特
質があ った。教 員,在 校生,卒 業生 らによる活発 な文書活動で ある。本稿 にお
いてはこれ らの文書活動 に焦点 を当て,日 本のデザイ ン教育 に特 に影響 の大 き
かった東京工業学校工業 図案科 にお けるデザイ ン教育 の展 開を取 り上げ る。
なお東京工業学校 は,1901(明治34)年,東 京 高等工業学校 と改称 されて い
る。従 って工業図案科 開設 当初 は東京工業学 校 とし,ほ かは東京高等工業学校
で統一 してお く。
2.東 京 高 等 工 業 学 校 工 業 図 案 科 の 消 長
東京高等 工業学校工業 図案科 は,わ ずか17年間の存在 で しか なか ったが,そ
のデザ イン教育 を考 えるに当たって,17年を3期 に分 けてお きたい。 それぞ れ
の段階で教員構成が異な り,こ れに伴 ってデザイ ン教 育の内容が異 なると考 え
られるか らである。特 に本稿 では第2期 を重点的に扱 う。
第1期:1897(明治30)年一1899(明治32)年(東 京工業学校付属工業教員養
成所工業図案科 時代)
1895(明治28)年の第8回 帝 国議会 に提出 された 厂東京工業学校拡張建議」
に もとづ き,工 業教 員養成所 に工業図案科が新設 された。指導教員 には特許局
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3)
勤務 の平 山英 三(1855-1914)が兼任 の講 師 として まね かれ,そ の任 に当
た った。平山英三 は当時 の 日本では,海 外 の教育機関で組織 的にデザ イ ンを学
4)
ん だ経歴 を持つ,唯 一 の人物 であ った。留学先 はウ ィー ン美術 工芸学校,留
学期間 は,1874(明治7)年 か ら1878(明治11)年までである。
平山のほかには1894(明治27)年東京美術学校絵画科 を卒業 後,す でに東京
工業学校に図画担 当の助教授 として奉職 していた島田佳矣(1870-1961)が嘱
託 として工業図案科 の指導 に当 た り,ま た講 師 として,有 職古実 に詳 しく古器
古書画の鑑定に も通 じていた前 田健次郎(1841-1916)が参加 した。前 田は,
工業図案科開設の前年 よ り,東 京美術学校 で考古学 および図案科の授業 を嘱託
されてい る。教員に東京美術学校 カラーが強かったの もこの期 の特徴で ある。
第2期:1899(明治32)年一1906(明治39)年(本 科工業図案科の設置 と平山
英三科長時代)
1899(明治32)年,工 業教員養成所 とあわせて本科 に も工業図案科が置かれ
ることにな った。 この本科工業 図案科の開設 には じまる第2期 は,工 業 図案科
が最 も多彩 な人材 を抱 えていた時期であ る。 イギ リス帰 りの新進デザ イナー井
手 馬太 郎(1870-1910)が副科長 として,科 長 の平 山 を補佐 して いた期間 に
も当たる。1900(明治33)年には,教 員養成所工業図案科 第1期 卒業生 の小室
信 蔑(1870-1912)が卒業 と同時 に助教授 として,教 員 ス タッフに加 わっ
ている。
第3期:1906(明治39)年一1916(大正5)年(松 岡寿 く1862-1944>科長時
代 と工業 図案科 の終焉)
教員ス タ ッフ激動 の時代であ る。 まず井手馬太郎が1906(明治39)年をもっ
て退職,平 山英 三が科長職 を辞 し,新 しく特 許局 にいた松 岡寿が科長 となった。
平 山は講師 としては留 まった ものの,1908(明治41)年には小室信蔵 とともに,
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東京高等工業学校 を退職 してい る。この2人 の あとをカバー したのは,教 員養
成所工 業図案科 を1902(明治35)年に卒業,直 ちに嘱託 として母校 に奉職 し,
翌年助教授 にな った安 田禄造(1874-1942),および同 じく教 員養 成所 工業 図
案科 を1901(明治34)に卒業,1909(明治42)に助教授 として工業 図案科 に赴
任 した鹿 島英二(1874-1950)であ った。
1914(大正3)年,文 部省令に よって東京高等工業学校工業図案科 は廃 止 さ
れ,在 学生 の教務 は,卒 業年の1916(大正5)年 まで,東 京美術学校 に委託 さ
れ ることになった。委託期間中東京美術学校 に移 ってデザ イン教 育 を担 当 した
のは,上 記松 岡,安 田,鹿 島の3教 員で あったが,こ の うち安田は,1910(明
治43)年か ら1911(大正2)年 にかけて,平 山英三 と同 じくウィー ン美術 工芸
学校に留学,JosefHoffmann(1870-1956)の指導 を受 けている。
3.東 京 高 等 工 業 学 校 工 業 図 案 科 に お け る デ ザ イ ン教 育 の 変 遷
(1)第1期 の デ ザ イ ン教 育
平山英三が ウ ィーンで学んだデザイ ン理論 の中核 は,様 式学 と器物学 であ っ
た。 この点 は,工 業図案科の カリキ ュラムの中の図案法 にも明確 に組 み込 まれ
7)
てい る 。平 山が学 ん だ当時 の ヨー ロッパ におけるデザ インの主流 は装飾 デザ
インであ り,こ のため歴史的様式の学習が重視 され,そ の再構成が創作 の基本
とな っていた。 また装飾 は,装 飾すべ き対 象が成形 されたの ち施すべ きもの と
考 えられたため,装 飾 に先立つ器物の材 質,加 工法 や実用(機 能)と 形状 と装
飾 との関係が,デ ザ イ ンを考 える上での重要課題 とされた。器物学 はこれ らの
問題 を取 り扱 う。
ところで産業振興 のため 日本でデザ イン概念 の導 入が計 られ は じめたの は,
1877(明治10)年頃 と考 え られる 。 当時の 日本 はすで にウ ィー ン,フ ィラデ
ルフィアの両海外万 国博 に参 同 した経験 を持 ち,特 にウ ィー ン博 を契機 にお こ
一18一
なわれた技術伝習 を通 じて,産 業振興 に対す るデザ インの効 用や 欧米 のデザ イ
ン事情 に も目を開 きは じめていた。
デザ イ ン概念の導入にあたって は,器 物 学は,対 象 となる器物 を 日本 品に置
き換 て考 えるこ とによって比較的 スムースに取 り入れ られた観 があ るが9)伝
統 のない様式学習 には,徹 底的 な古物模倣 主義 によって対処 された10)0明治の
デザ イン指導者 に前 田健次郎 をは じめ として,東 京美術学校 図案科初代科長福
地復一(1862-1909)や,同じく東京美術学校,の ちに京都市美術学校(現 京
都市立芸術 大学)に 転 じて図案 を講 じ校長 を勤 めた今泉雄作(1850-1931)な
`ど考古家や古美術研究家が多
いのは,上 の ような事情 による。
1881(明治14)年頃を境 と して,伝 統的 日本美術工芸 を再評価 しようとする
気運が高 まり,こ れに伴 い,日 本の絵画 ・彫刻 ・建築 にお ける歴史的研 究が進
み,各 時代 の様式が明 らか にされは じめる。デザ イナー を志 して東京美術学校
の絵画科 第1期 生 となった島田佳矣の卒業制作が 「徳川式室内装飾」であ った
ことは,1896(明治27)年当時,す で に美校 の図案教育 に様 式主義が定着 し
ていたこ とを物語 ってい る。東京工業学校付属教員養成所 工業 図案科 開設 当初,
日本で平 山以外 に高度なデザ イン教育 を受 けた経験者は美校の卒業生3名 を数
え るのみで,島 田は図案受講者の第1期 生 であ り,日 本 にお いて様 式学習 を
根幹 としたデザ イン教育 をおこなえる,数 少ない人材 の1人 であった といえよ
う。
さて上 にみた平山 ・島田 ・前 田による工業図案科初期 のデザ イ ン教育 の成果
を,雑 誌 『日本美術協会報告』 に掲 載 された図案作 品にみてみよ う。図 一1は,
日本美術協 会が1900(明治33)年3月 の課題 「蒔絵ニ ツ組広蓋」 と して図案 を
募集 した時,甲 賞(1席)を 得た中野喜 平(1873-1923)の作品で ある。 中野
は小室信蔵 と同 じく,工 業教員養成所工 業図案科 第1期 生 であ り,卒 業 は1900
(明治33)年7月 であるか ら,工 業図案 科在 籍中の応募作 品であ る。時期的 に




養成所 時代 の工業図案科第1期 生 として,デ ザ イン教育の殆 どを上 記3教 員か
ら受けた といえる。図 にみ るように,伝 統的 日本文様 をモチ ーフとしたデザイ
ン展開であるこ とが分か るが,こ の ような 日本文様への傾倒 は,中 野に限 らず
他 の応募者に共通す るパ ター ンであ りまた,1877(明治10)年頃か ら続 く日本 一
のデザ インの主流 で もあ った。 こうした作 品が どのよ うなデザ イン的観 点か ら
評価 されたかは,図 案 の選者 であ った前 田香雪(香 雪 は前 田健次郎の号)の 批
判 か らうかがい知れる。中野 の作品 についての講評 は,次 の通 りであ る。
冠 と絵扇 とを二枚 にわかちかかれた る意 匠先 つ よし。冠 は梅 を挿頭 に し
て春 を表 し,絵 扇 には敗醤草 をか ・れて秋 としたる も好一対 な り。或 るひ
とは,扇 の絵 は何 をか ・る も髄意 なれ ども,正 式 に よ り松梅 な どをか き,
秋 に相当す るもの ・花の枝を載す るかた宣 しか らむに と云われ しか ど,男
女 をわか たむとての意 にて をみなへ しをか ・れた る態 とな らず して此絵 に
難あ りとはいかでか云 はむ。飾 の絲 をよ く四方 にか けて図様 を整へ られ し
も充分 の注意見 えて よければ,全 躰の考案 に於て深 くもとめ られ しにはあ
らね ど,当 出品中にては上乗の部 に入 るべ き図案 な らむと評定せ るに対 し
て,抗 議 を呈す る人 もなか りし 。(句読点筆者,以 下 同 じ)
この時選 に もたれた小室信蔵の作品に対す る前 田の批評 は,考 古 家 としての
デザ イン観 をよく示 しているので,あ わせ て引用す る。
上 には平張 と太鼓 の半 をか ・れ,下 の方 に陵王 の舞ふ ところをか ・れた
る,珍 ら しげは無けれ ども図の配置に於ては非 難すべ き所 な し。只惜 むら
くは太鼓の図様,悉 皆実を失へ り。先ず第一に云ふべ きは,竈 太鼓 といふ
もの,鼓 の周囲の彫刻 もの雲龍雲鳳の二個 にして,龍 の方少 しく大 に して
雲 の彫刻 の先 を錘炎状 にな し,其 尖頭 よ り長 く棹 をさ し出 し,上 に 日輪 を
飾 り,鳳 の方 は龍 よ り少 し く小ぶ りにて,雲 龍の彫刻の先は龍 と同 じく,
棹 の さきには月輪 をあ らはす ものな り 。(中略)此 の如 き製造形状 に定れ
る式法 のある もの は,能 く実物 に就 いて研究せ られ たきものな り。
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このように当時のデザイ ンは,ア イデ アと してモチーフの取 り合 わせ の妙味
を高 く評価す るとともに,モ チ ーフの展開 に当た っては,有 職古実的正確 さを
忠実 に追及す るとい うデザ イン観 につ らぬかれてお り,初 期 の工業図案科 のデ
ザイ ン教育 もまたその線 に沿った ものであ った といえる。 こう した伝統 日本美
術工芸一辺倒 のデザ イン思潮は,や がて1900年パ リ万国博参 同 を契機 に方 向転
換 をせ まられ ることになる。
② 第2期 の デ ザ イ ン教 育
ア.井 手馬太郎のデザ イン観
1899(明治32)年,東 京工業学校 は本科 に も工業図案科 を置 くこ ととな り,
イギ リス帰 りの新進デザ イナー井手馬太郎が まず講師 として まねかれた。この
井手 の参画 は,工 業図案科 に最新の欧米 のデザ イ ン情報を もた らす とともに,
1900年パ リ万 国博以後 日本で盛ん とな ったデザ イ ン改革運動 の原動力 の1つ と
もな って いるので,井 手が帰国する までの略歴 と彼のデザ イン観 をみてお きた
いo
井手のデザ イナ ーと しての基礎 は まず,イ ギ リスに先立つア メリカ留 学にお
いてつちか われた。1889(明治22)年渡米 した井手 は,以 後6年 間の滞米期間
中の一時期 に,サ ンフランシスコのCaliforniaSchoolofDesign(当時 はMark
HopkinsInstituteofArtと通称 され てい た)で 美 術 を学 ん でい る 。1895(明
治28)年9月 には ヨーロ ッパ大陸に渡 り,以 後4年 に近い ヨー ロ ッパ生活の殆
どの時期 をロ ン ドンで過 ご した。渡欧翌年 の1896(明治29)年か ら,井 手がデ
ザ イナー と しての地位 を築 く上で重要 な3つ の活動 がは じまる。第1は,「 グ
リニチ敷物株式会社」 にデザ イナー として雇 われたことで,こ こで は主 に,壁
紙や プリン ト地 のデザ インを担当 していた らしい。次 いで 「ニ ュー クロース美
術学校夜 間部」に入学(1898〈明治31>年終 了),そ して 「農商務省(海 外)
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実業練 習生」 に選 ばれた ことであ る。海外実業練 習生制度 はこの年 か らは じ
まり大正期 まで継 続 されたが,井 手 はその第1期 生 であった。上の3点 に加 え,
1897(明治30)年には ロン ドンで 「井手図案所」 を設立 し,翌 年 にはロン ドン
のデザ イナー団体SocietyofDesignersのプ ライベ ー ト・メ ンバ ーにもな って
19)
いる 。
井手が帰国 した時,平 山英三 のウ ィー ンか らの帰 国か らはや20年余が経 過 し
ていた。上 にみた ような海外で のデザ イン教育 ・実務 に関す る華 々 しい活動歴
をひっさげて井手 が登場 したこ とは,当 時の 日本デザ イ ン界 に とって衝撃的で
あったと思われる。以 後の井手 の活動 をみる と,デ ザ イ ン界 に対す る井手の意
気込み もまた,並 々な らぬ ものがあ った ことを示 している。
ここで井手のデザイ ン観 あるい はデザイ ン教育 の方法論 をみてみ よう。井
手 の考 え方 を示す資料 には まず,海 外実業練習生 として農商務省 に提 出 した報
告書類があげ られ る。その最 も早い ものは,1897(明治30)年4月 付 けで ロ ン
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ドンか ら発信 されてい る。 内容 は 「意匠模様選定 法」 お よび 「意匠模様 及 び
画 き法」 と付 図 よ りな るが,特 に 「意匠模様及 び画 き法」 において
本邦輸 出製造 品の意 匠模様 は,輸 出先 国民 の嗜好如何 んを探知 し,可 成
其国の美術 に模倣 する を以て得策 とす。
として現地か ら,輸 出品デザ イ ンに対する極 めて現実的 な対応策 を提 案 してい
た。 さらに井手の農商務省 関係報告書 として,1900(明治33)年の 『商工 局臨
時報告』 「工業 図案法改良意見」が ある 。当時井手 はすで に帰国後1年 を経 て
お り,工 業図案科 講師 として,教 育 ・実務 の両面 にわたって 日本のデザイ ン事
情 を把握 し得 る立場 にあった。帰国後間 もない時期で もあ り,海 外のデザ イ ン
事情 と日本デザ インの現状 とを引 き くらべ,そ の差異が鮮明 に感 じられたせ い
であろ う,厂工業図案法改 良意 見」で は問題点 の指摘 とその解決策が,具 体 的




この項 において井手 は,従 来の 日本のデザ イ ン制作過程にみ られるステ ップ,
す なわち
第一 参考 品を求 むる事
第二 参考 品を模写す る事
第三 運筆 の巧妙 を務 むる事
をと りあげ,特 に第2,第3点 に批判 を加 えている。 第1点 について は,「今
日の図案 家が 図案 の材料 として諸種の参考 品を蒐集す るは素 よ り異議な き所 」
として これ を認 めているが,第2点 については,
参考 品 を蒐集 するは可 な りと雖 も,単 に之 を参考品 として取扱 はず,其
一部若 くは全部 を模写す る に至 りては,全 然 同意す る能 はざる所 な り。
(中略)従 来我 国の図案家が,一 般に此参考品模写 を以て唯一 の図案法 と
なせ る傾 向あ りしは,大 に図案 の発達進歩 を害 したるが如 し。(濁点,句
読点筆者,以 下同 じ)
と参考品模写 が もた らす弊害 をい ま しめ,参 考 品よ りモチ ーフを流用す ること
はあって も,少 な くとも構成 は変更すべ きだ としている。井手馬太郎が就任 し
た当時の東京工業学校工業図案科 は,カ リキ ュラムにデザ イン実技 と して図案
図案実習 と工場実習 を置 いて いたが,そ の内容 は,
図案実習 二於 テハ,工 業品及応用美術 品 ノ意 匠並 二図案 ヲ授 クルニ アリ。
而テ其方法ハ,内 外新古 ノ図案様式 ヲ知 ラシメ,各 工業 品ノ標本 ヲ写 シ,
形状 ・組織 ・模様 ノ配置,色 彩 ノ配合 ヲ示 シ,以 テ金物,木 具,漆 器,陶
磁器,玻 璃,七 宝,織 物,製 版等,下 図 ヲ新案 セシム 。(傍点筆者,以 下
同 じ)
であ り,様 式 の学習 とその再構成がデザ イン実 習の中心であ った ことを示 して
いる。 しか しこの方法で は,と もすれば様 式の学習 すなわち模写 に比重がかか
り過 ぎる傾 向にあ り,オ リジナ リテ ィーに欠ける きらいがあ るとい うのが,井
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手 の認識であ った。この問題の解決作は,次 の項 〈模倣 の風 を長 じたる要因〉
で論ぜ られ るので,後 述す る。
第3点,「 運筆の巧妙 を務 むる事」で は,井 手 は自身の実験 経験 にて らして,
次 のように指摘 した。
一の図案 を作 るに当 りて其運筆 を巧妙 な らしめん と欲 し,毎 に数葉の下
書 を為すは今 日我邦 の図案家が務むる所 な り。然 れど も(中 略)図 案 は決
して図案の侭 に用 ひ らるる者 に非ず。必ず一旦工業家 の手 に帰 し,工 業品
に写 し出 されて始 めて世に行 わる ・者な り。 図案 家に して若 し此の理 を知
らずんば,図 案の運筆 に過大の労 を費や してその割合 に好結果 を得 る能 は
ざるの愚に陥 らんのみ。
として敷物 を例に と り,図 案の線 にいか に運筆 の巧妙 を極 めて も,実 際 の製品
において は線は織 目の中に表現 され,運 筆の効果 が充分現 れない場合が多い。
運筆 の巧妙 に務め ることを不必要 とはいわないが,運 筆 に過 大の労 をさ く暇が
あるな らむ しろ構成 を考え,1つ のテーマに対 してい く種類 ものデザ イ ンを作
成 することに時間 をついやすべ きで あると述べ ている。
〈模写の風 を長 したる原因〉
先に井手 は,模 写の弊害 と運筆技術への偏重 を,当 時の 日本におけるデザ イ
ンの問題点 と して と り上げたが,そ の原因 を次 の ように厳 し く指弾 した。
維新以来外国人の(中 略)今 日の 日本美術 を評 し,天 平足利 及至徳川時
代 の美術 に及 ばず と云ふ者 あ り。之れ を耳に した る日本人は一 も二 もな く
軽 々 しく之れ を信 じて,美 術家 も一時懐 旧の情 を起 し,頻 に古書画 を珍重
し(中 略)美 術学生 は皆古 画 を左右 に置 きて之れ を模 写す るに全力 を傾 く
るに至 りしか ば,図 案家 も亦 自然 に模写の外,新 案 を工夫する者 な きに至
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りしが ご とし 。
以上の ようなデザ イ ンに対す る現状認識 に立脚 して井手馬太郎 は,模 写 および
運筆の巧妙 を極 めんとす ることに よりもたらされ る弊害 をな くし,デ ザ インの
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改良進歩 を計 る方策 と して,次 の3点 を提起 してい る。 第1点 はデザ イ ンの基
礎 として,写 生 を重視 した ことで ある。す なわ ち
写生 に重 きを措 と云 ふは,写 生 を其侭図案に用ふ るの意 に非ず して,図
案の材 料 を成る可 く写生 に取 る可 しと云ふにあ り。
と述べ,写 生 を基礎 としてデザ インを考え るこの方式 は,す で に工業図案科1
年生 に試み,好 成績 を得 た と述べてい る。 この模写 を排 し写生 を重視す る井手
の考 え方は,そ の後 も繰 り返 し表明 されてお り,平 山英三 もまた この考 え方 を
支持 していた 。写生 の対 象は,勿 論 「自然」で ある。結 局,井 手 が導 入 した
このスケ ッチ を基本 に置 いたデザ イン展 開の技法が工業図案科で定 着 し,後 に
触れる ように方法論 として まとめ られ,明 治 のデザ インの1パ ー タンと して受
け入れ られ るこ とになる。
井手が 「工業 図案法改良意見」 の中で,デ ザ イ ン改良のための第2点 として
掲 げたことは,
既 に写生 脅基礎 と して図案 を作 らぽ 次 に参考品を参照 して其図案 を変
化 し,且 つ之 を応用すべ き工芸 品の形象 ・性質 ・用途 を考へて,其 図案が
果 して其工芸品 に適す るや否 やを研究
す ることであ った。 ここでは図案 は工芸品 に 「応用すべ き」 もので あ り,当 時
のデザ インがパ ター ンザ イ ンを主流 と していた こと,そ してあ くまで器物 に応
用 され るべ き性 質であったこ とを物語 ってい る。
第3点 は,す でに運筆 の項で述べ られた ように,テ ーマ に対 し出来 るだけ多
くのデザイ ンを作成 し,お お くのデザ インの中か ら最 良の もの を選択 し得 るよ
う配慮 すべ きである との提言であ る。以上の3点 をもって デザ イン改良の方策
と し,こ の3点 に注意 を払 うことによ り,進 歩改 善が期待 出来 るとい うのが,
井手の 「工業 図案法改良意見」であ った。
、この意見が発表 された1900(明治33)年は,日 本の近代デザ イン運動 に重大
な転機 をもた らしたパ リ万博参同の年で もある。 当地での 日本出品物へ の評価
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がデザ イン改革 を要求す る声 とな って現 れ,デ ザ イ ン改革推進 のための諸活動
へ とつながるが,こ う した反省の上に立 った活動 の展 開は1901(明治34)年頃
から活発な っている。.従って井手の 「工業 図案法改 良意見」 はパ リ万博の成果
にかかわ りのない,井 手 の海外経験 をもとに した独 自の見解 として評価 され る
べ きであろ う。
イ.雑 誌 『図按』 にみる方法論の と展開
明治期における 日本近代デザ インの展 開をみる うえで,各 種博 覧会 ・共進会
の果た した意義 と役割 は大 きい。 と りわけ1900(明治33)年のパ リ万博への参
同で は,1894-95(明治27-28)年の 日清戦争戦勝 国 としての国威 の発揚 と,
国家経済の飛躍 的発展 を背景 に,美 術工 芸品の出品に当たって も,
抑 美術 品ハ本邦特得 ノ精華 ヲ顕彰 スルモノニシテ,諸 機械類ハ欧米 ノ文
物 ヲ本邦 二採択 シ之 ヲ活用スル程度 ヲ証表 スルモ ノナ レバ,二 者緩急軽重
ノ別 アリ ト雖 ドモ,今 日対外的実体 ヲ整備 シ,以 テ列 国ノ競争場裏 二我大
勢力 ヲ表示 セ ン ト欲 セバ,此 等製品ニハ特別 ノ補助奨励 ヲ加ヘザルベカラ
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ズ 。
として,美 術工芸品 を日本が文化 国家 と してのみな らず経 済国 としての競争力
を示す重要 な要素 とみ,従 来に例 をみ ない大々的な出品 とな った。
ところが ロ ンドン博 以来,万 博 における各国の美術 工芸 は古典的ない し伝統
様 式の再構成が主流で あったが,1900(明治33)年パ リ万博では,新 しい様式
としてのアールヌーボーが特 に家具 を中心 とした応用美術 の分野 を席巻す ると
い う展開 をみせ ていた。 この結果,こ の博覧会報告書であ る 『臨時博覧会事務
局報告』 には,「装飾意匠陳腐ニシテ改進 ノ跡 ナキ コ ト」(陶磁器),「意 匠陳腐
依然 トシテ30年来 ノ旧様 ヲ模 スルモ ノノ如 キ」(漆器),「意匠 モ亦殆 ン ド変化
ナク」(銅器),「意匠模様 二改進 ノ実少 キ」(金銀器 ・七宝),「新案 ノ意 匠 ヲ求
ムル ノ必要」(皮細工)な ど,旧 来の伝統 を墨 守 した 日本 デザ イ ンに対 する反
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噛省が述べ られ,改 革の必 要性 を説 いた意見が一斉にわ き起 こっている。
この結 果,デ ザ イン改革推 進の ための諸 団体 が,パ リ博翌 年の1901(明治
34)年か ら相次いで結成 されるが,こ う した気運の盛 り上が りの背後 には,設
置後 日は浅いが東京美術学校,東 京工業学校 に図案 科があ り,指 導 に当 たった
教員やデザイ ンを学 ぶ学生,そ して まだ少 数なが ら図案科卒業生の存在があ っ
た。代表的なデザ イン団体 として は,日 本図案会,陶 画協会(1901〈明治34>
年設立),彩 霞会(1902〈明治35>年設 立)が あ るが,日 本図案会 と時 を同 じ
くして設立 された大 日本 図案協会 は,東 京工業学校 の教員,在 校生,卒 業生 を
中心 に結成 さ,結 成当時の会員数174名とい う,諸 団体 中で も規模 の大 きい も
のであ った。
大 日本図案協 会は,そ の会則 にもとづ き機関誌 『図按』 を発行 した。創刊 は
1901(明治34)年12月25日で ある。内容 は,当 時の印刷技術 を駆使 して制作 さ
れた図版に よるデザイ ンの紹介,デ ザ インに関する論説記事,時 報,協 会 の状
況,会 員の動静 よ り成 るが,こ の機関誌の存在 は,デ ザ イン研究発表 の貴重 な
場 と して,協 会会員の活動 を助成 した。そ うした発表 の早い例 として,『図按』




学校工業 図案科 の助教授で あった森本十七八(1874-1902,投稿 は不老の号 に
よる)の 「図案 資料」 が ある。「図案 資料」 はFranzSalesMeyerのAHand-
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bookofOrnament(London,1883)を抄訳紹介 した もので,森 本の急逝 に と も
ない,連 載3回 で中断 されてい る。ただ このような海外デザ イン文献 の紹介が
登場す る背景 には,工 業 図案科教員への井手馬太郎の影響 を見逃せ ない。
ウ.小 室信蔵 の方法論
「図案資料」 か ら1年 余 を経 たのち,『図按』 第18号(明 治36.9)か ら小室
信蔵(投 稿は秀峨 の号 による)に よる 「通俗 図案法」 の連載が は じまった。連
載 は第21号(明 治36.12)まで,図 版7枚 を含 めて も僅 か18ページの小文 で
あったが,日 本におけるデザ イ ンに関す る方法論 の最 も早 い ものと考 えられ ま
た,の ちに小室が著 した方法論 の起点 をなす もの として注 目される。小室 は連
載 の第1回 において,次 の ように述べている。
近来 図案 といふ ものが盛 になった ので,工 芸家 は勿論実 際 に器物 其他
種 々の物品 を作 る人 も彼是 と考込みた り,小 学 や中学な どにて も図画教授
の時 に図案 をさする ことが,依 然 に比 しては誠に非常 に多 くなったことは
驚 くばか りで ある。(中略)処 が 口で言 って よいこ とは図案 の為 と思ふか
らどん どん吐 は して も,(中略)こ の図案 といふ ものが智識 といふ もので
はな く,技 能であ るか ら聞いたばか りでは出来 ない,(中 略)出 来 る部分
は其手続 きや着想,即 ち平た く言へ ば半 ば思付 きの ことや ら猶又其品物 の
工作 法に付 いての注意や,製 造 に用 ひらるる材料の性質 に関する注意 や,
其品物 の どんな風 に用 ひらるるかな どに関す る注意位 のことである 。
ここで小室が指摘 したのは,従 来のデザ イン指導が理念 を説 くことに終始 し,
方法論への視 点を欠い て きた点であ る。 小室 は方法論へ向 けて の第一歩 として,
図案作成のための簡単 な手順 を 「通俗図案法」 と題 して発表 した。




墨筆類,刷 毛類,紙 類,図 引機械 類,定 規類」 などの用具説明 にはじまる。次
いで定規の運用法 に入 り,こ れ によ り正三角形,二 等辺三角形,正 方形,菱 形,
菱形の変形,正 五形,と つづいて正八 角形,円,楕 円の作図法へ と進み,さ ら
には円 と多角形 の結合 におよぶ。 またそれぞれ のパ ター ンの応用が,日 本の伝
統的模様である四 ッ目菱 や巴,あ るいは京都市 のマ ークな どの参考図 として例
示 されている。
こ の正 三 角 形 か ら円 とそ の組 み合 わせ に至 る図形 展 開の 手順 は,James
Ward(1851-1924)のThePrinciplesofOrnament(London,1892,筆者 が参 照
したのは第4版,1899)の末尾 に付記 された図形 の展 開手順 とよ く似 た構成 と
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な っ て い る 。 と も あ れ 「通 俗 図 案 法 」 は,簡 潔 な 内 容 な が ら方 法 論 に 踏 み 込
ん だ デ ザ イ ン 論 と し て 評 価 し て よ い 。
「通 俗 図 案 法 」 に 次 い で 小 室 の 方 法 論 は ,「 図 案 法 講 義 」 と し て 『工 芸 講 義
録 』 第8号(明 治39)に 発 表 さ れ た 。 結 論 に 「通 俗 図 案 法 」 と 同 じ く デ ザ イ ン
に お け る 方 法 論 の 必 要 性 を 述 べ る と と も に,「 二 三 種 の 西 洋 種 を 種 と して,可
成 は 日 本 の 例 を 以 て 川頁次 に 説 明 し や う と 思 ふ 。」 と あ り,人 名 と して 「ガ ル ベ
ル ト」(詳 細 不 明),あ る い は イ ギ リ ス ア カ デ ミー の 大 御 所 「サ ー,ゼ ー,レ ー
ノ ル ド」(SirJoshuaReynolds,1723-1792)の名 が 登 場 す る 。 しか し基 本 的 構
成 は,FrankGeorgeJackson(生没 年 不 詳)のLessons伽Decorative1)esign
(London,1888,小室 が 参 照 し た の は1900年版)に よ っ て お り,一 部 にJames
WardのProgressiveDesignforStudents(London,1902)が組 み 込 ま れ た 内 容 で あ













(京都工 芸繊 維大 学図 書館蔵)
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Chapt.5ConventionalOrnament第5章 便 イ匕
Chapt.6Compositon並 列 模 様
Chapt,7AcanthusFoliage第6章 配 色 法
Jacksonの終 章AcanthusFoliageが配 色 法 に 代 わ っ て い る 以 外 は,殆 ど 同 一
の 章 建 て で あ る こ と が 分 か る で あ ろ う 。
JacksonやWardの著 書 に 共 通 す る特 徴 は,自 然 を デ ザ イ ンの モ チ ー フ と し,
こ れ を パ タ ー ン化 す る 手 法 で あ っ た 。 そ も そ も 装 飾 デ ザ イ ン の 需 要 は ,ヨ ー
図 一5「 図 案法 講義」 におけ る挿図 。Jacksonからの転 写 で あるが,




ロッパ における産業革命の結果,機 械化 に よる生産 品の急速 な増加 にともなっ
て起 こった もので,1830年代以降装飾デザイ ンの研究が盛 んにな りは じめ た。
そ うした装飾 デザ イ ンの研究 はまず世界の装飾模様 を集大成す ることか らは じ
ま り,さ らにはそれ らの装飾の背後 にあ る幾何 学的構成原理 の分析が加 わる。
一方,世 界 各地 に植民地 を持つ イギ リスで は,世 界の珍奇 な動植物 の収集 と
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二 十 第 四 麺 ・
図一7「 図案法講義」における挿図。Wardからの転写
展観 の機会 を通 じて,19世紀中葉 を前後 して,自 然への関心が高 まっていた。
こ う した流 れ を自然科 学 の方 面 か ら促進 した のがCharlesDarwin(1809-
1882)であ り,造 形 の分野 ではJohnRuskin(1819-1900)の自然主義思想が,
多大の影響力 を与 えた と考 えられ る。
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自然形態 の学習 を早 くか らデザ イ ンの トレーニ ングに取 り入れたのは,Wil.
lamDyce(1806-1864)といわ れる 。 イギ リスで は1835年に,産 業振興 のた
めのデザ イン改革 の必要性が議会の問題 と して提起 され,1837年には,政 府直
轄 のデザ イ ン教育期 間NormalSchoolofDesignが設 立 され てい る。1838年か
ら学 校 の 運 営 に か か わ ったDyceは,彼 のDrawing:,,・oftheGovernment
SchoolofDesign(1842-3)において,植 物 か ら構成 された装飾模様 にお ける
基本的 な線 の流れ(outline)を描 く訓練 を取 り入れてい る。Dyceと同 じく,
SchoolofDesign中心的指 導者で あったRichardRedgrave(1804-1888)も,
植物か ら学ぶ ことが装飾構成 とって必要不可欠 と考 えてお り,こ の考 え方 を さ
らに発展 させ たのがSchoolofDesignの卒業生で あったChristopherDresser
(1834-1904)であ る。植物学者 と して も一家 をな したDresserには,植 物 に
関す るい くつ かの 著書 があ るが,デ ザ イ ンの原理 を説 く著書 のなかで も ,植
物形態 と装 飾構成原理 との結合 を計 ってい る。
この ように,19世紀 中葉か ら特 にその末期にかけて,植 物 を中心 とす る自然
形態か ら新 しい装飾パ ターンを作 成す るデザ イン技法書が数多 く出版 されてお
り,世 紀末 ス タイルと しての アールヌーボの出現 の裏 には,こ う した技 法書 の
存在 を無視で きない。Jakson,Wardの著作 もまた うえの ようなデザ イ ン技 法
書 の流 れの中にあ り,そ して小室 の 「図案法講義」 もまたその延長線上 にあ っ
た。 「図案 法講義」 は全170ペー ジ,内 容 も先 の 「通 俗図案 法」 に はみ られ な
かったパ ターン作成上の描写技法,自 然研究 とそのデザ イン化 の手順(「便化」
と訳 された),パ ター ンの展 開,お よび配色法か ら成 る,当 時 としては画期的
な方法論であ った。
小室 は工業図案科 にお けるデザ イン教育 をJacksonの著作 をもとにお こなっ
た。1907(明治40)年,東 京勧業博 覧会が開催 される。 この博覧会 は,工 業図
案科で のデザ イ ン教育法が 一般 に公 開 され,周 知 され る機会 を提 供す る場 と
な った。 この博 覧会 に参画 した東京高等工 業学校工業 図案科 は,建 築装 飾 ・染
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織 ・窯業 ・漆器 ・金工 な どの図案作 品とともに,工 業 図案科 におけるデザ イ ン
教育法を簡略化 した内容 の 「図案教授法順序」 と題 した1枚 のパ ネルを展示 し
た。 当時 日本の美術教育 界では,欧 米各国の図画教育 の実体調査 に もとづ き,
図案教育 の必要性 が呼 ばれてお り,デ ザ イン教育へ の関心 が高 まりつつあ った。
このような時期にあって,工 業 図案科のパネル展示 には多 くの質問が寄せ られ
たため,こ れ を 『おだ まき』(明治40芸 艸堂)と して一冊 の折本 に まとめ,
大 日本図案協 会の編 と して発刊 されるこ ととなった。 『お だま き』 には 「図按
教順一班」 として,次 の ようにあ る。
今 回 ノ東京勧業博覧会二当校 ヨリ出品セル工 業図按科 ノ成蹟 中,図 按教
順 ヲ示 セル額張一面 アリ。全校 ヲ通セルー般 ノ説 明書ハ,各 自観覧者 ノ任
意二持去 リ得 ルヤ ウニセルモ,工 業図按科出品物 二付詳細 ノ説明 ヲナサザ
リシ ヲ以 テ,実 業教 育並 二普通教育二従事 シ,図 画若 シクハ図按 ノ教授 二
盡粋 セラルル諸君 ヨリ直接又ハ 間接二尋ネラ レタルコ ト尠 カラズ。其度毎
二同一 ノ事項 ヲ繰返 ヘ シ説示 スルノ盤錯 ヲ避 クル ト同時二,又 同一ノ疑問
ヲ有 スル諸君 ノ参考 二供 セ ンガ為二茲二其概要 ヲ述 ブベ シ。
此 図按教順ハ左 ノ事項 ヲ紹介 シ,教 授上及 自習上 ノ参考 二供 セ ン トセシモ ノ
ナ リ。
一 図按教授 ノ順序 ヲ示 スコ ト。
二 看取図 ノ描 法及泥絵具使用 ノコ ト
三 便化創案 ノー階 ヲ特 二認 メタルコ ト。
四 骨法 ヲ利用 スルコ ト。
五 一 ノ資料 ニテモ容易 二多数 ノ便化創 案 ヲ描 キ得 ルコ ト(此 図集ニハ
オダマキ草 ヲ用 ヒ,看 取 図 ヲ作 リ,逐 次 二変化 シテ各種 ノ形式 二用 ヒ
タ リ)。
六 骨法二異ナルニ従 ヒテ創案 ノ排 列 ヲ異 ニシ,従 ッテ相異ナ ル美観 ヲ
認、メ手昇ル コ トo
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七 排列 ノ形式ハ,初 級 ノ形式 美 ヲ感得 セシムルニ当 リ,頗 ル必要 ノモ
ノタルコ ト。
八 立体形状 ノ善美ナル釣合 ヲ予想 シテ之 二描 キ,更 二之二装 飾ス ルコ
ト。
添 えられた8葉 の図は実物看取,便 化創案,独 立適合,二 方連続,散 点連続,
四 方連続,形 状 区画,装 飾 を例示 した もので,そ れぞれに簡単 な説明が加 えら
れている。実物看取 は実物 スケ ッチ,便 化創案 はスケ ッチ にもとつ くデザ イン
化 を意味する。独立適合 は 「通俗図案法」で説 かれた幾何形態 にもとつい たパ
ター ン化で,「図案法講義」で は適合 を 「幾何 学的形状の 中に当て嵌 め る」 も
の と して,独 立は,紋 や釘隠 しの ように 「独 立的に用 いられ る もの」 と説明 し
てい る。二方 連続,散 点連続,四 方連続は,そ れぞれ平面的パ ターン展開法 を
示 した もので,こ こで は 「図案法講義」での説明 を簡略化 してある。形状 区画
は表面的装飾 と してのデザ インの対象 となる器物の形態 を,平 面 図形で検討す
ることを指す。そ して最後 の装飾が,決 定 した形状 の上 にパ ターンを応用す る
こ とを意味 し,こ こでデザ イ ンが完結 す る。 この方法論 は,定 め られた形態
(平面的であれ立体 的であれ)に パ ター ンを付加する とい う,応 用美術 の考 え
方の延長線上 にあ るとみるべ きであ る。
(3)第3期 の デ ザ イ ン教 育
様 式学 習や器物論 には じま り,20世紀に入 ってオーナメ ン トの研究か らその
幾何学的構成 の分析 を経て,自 然物 スケ ッチか らオ リジナルパ ターンの作成へ
と展開 してい った東京高等工業学校工業図案科のデザイ ン教育 の変遷 は,こ の
『お だま き』 の内容 とともに,一 応 の完結 をみた。 『日本美術教 育史』 を著 し
た山形寛 は 『おだ まき』 を,「図案教授 の夜 明 けを告げ るよ うな意味 を持つ も
の」 と して 高 く評価 している。小室信蔵 の方法論の集大成 ともい うべ き 『一
般図案法』(明治42丸 善株式会社)が 上梓 されるのは,こ の 『おだ ま き』発
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刊の2年 後である。
『お だ まき』 は好評 を もって迎 え られ たが,『おだ まき』発刊 の1年 後,小
室 は長年の上司平 山英三 と ともに東京高等工業学校 を去 っている。井手馬太郎
はすで に1906(明治39)年を もって退職 していたか ら,工 業 図案科のデザ イン
教育 を育てた3人 の中心 人物 は全て学外 に去ったこ とになる。
3人のあ とを受けたのは,は じめ に述べた松 岡寿,安 田禄造,そ して鹿島英
二であ った。 この うち安 田 は,1910(明治43)年か ら文部 省 の留学 生 と して
ウィー ンへ と旅立 っているが,こ の ことは安田の帰国後,工 業図案科 において
新 しいデザ インの方法論 が展 開 されることを期待 させ る ものであ った。 しか し
帰 国 した安田 を待ち受 けていたのは,工 業図案科 の廃止 とい う現実であ った。
一方小室の転出先は愛 知県立工業学校であ った。 図案科長就任のため居 を名
古 屋 に移 した小室 は,当 地 で本 科工 業 図案 科 第1期 生 深 田藤 三郎(1879-
1920)と親交 を結び,以 後深 田の主宰す る図案研究所 を中心 に,東 京高等工業
学校工業 図案科教員,在 校生,卒 業生 らによる活発 な出版活動が展 開されてい
る。順 を追 って紹介する と,
1)小 室信蔵 『図案集』曹 明治42
2)安 田禄造 編 『図案集』 第2輯 明治43
3)深 田藤三郎 編 『輪廓 図案』 明治45
4)鹿 島英二 編 『図案集』 大正 元
5)廉 島英二 編 『輪廓 図案』 続1大 正3
この うち2)か ら5)ま での図案作者 の殆 どを,工 業 図案 科在学生,卒 業生
が 占めている。 たとえば2)の 場合は50葉の図案か ら成 るが,図 案 を担当 した
作者19名中在校生9名,卒 業生同 じ く9名 を数 える。3)に おいては22名の作
者中,在 校生 が17名を占めてお り,こ れ らの作品 は,工 業図案科第3期 の教育
内容 を如実に物語 る資料 を提供 している。これらの資料 をみ る限 り,第3期 の




また安田禄造 には,『新式 日本図案 の応用』(大正2同 文館)の 著書があ る
が,こ れ は渡航前に着手 ウ ィー ン滞在の初期 に完 稿 した もので,こ れ もまた第
2期の教 育内容 を超える もので はない。結局東京 高等工業学校工業図案科のデ
ザ イン教 育 は,安 田の新 しい方法論の展開 を待たずに,大 正5年 を もって終焉
を迎 える。 しか し小室信蔵が中心 となって まとめあげたデザ イ ン教育の方法論
は,小 室 の 『一般 図案法』 とともに 日本 における方法論の プロ トタイプと して,
1'
その後のデザ イン指導 に長 く影響 を与 え続けた。
4.お わ り に
本稿 は,過 去 に 「明治 とデザ イ ン」 と題 して 『デザ イ ン理論』や所属機関の
紀要 に発表 した ものの多 くか ら,改 めて 「明治期のデザ イ ン教育」 とい う観点
か ら論 を拾 い出 し,い くつかの新 しい視点 を交 えて まとめた ものであ る。い さ
さか旧聞に属す るこ とも多 く,特 にテーマの性質上 『デザ イ ン理論』19号,21
号掲載の拙 文に重複せ ざるを得なか ったこ とをお断 りしてお く。
なお本稿作成 に当 た り,京 都工芸繊維大学の宮島久雄先生,藤 田治彦 先生 か
ら貴重な図書 を貸与いただ き,東 レ株式会社の奥戸一郎氏 には有職故につ き,













4)前 掲の拙文では留学機関名を,平山自身の 「龍池会報告』の記事に従って 「ウィーン
美術工業学校」としたが,大阪芸術大学薮亨先生の所見(『芸術とデザインーその統合
と乖離一』 昭和58年度科学研究費補助金(総合研究A)研 究成果報告書 昭和59
33ペー ジ)や,京都工芸繊維大学浜野節朗先生のウィーン工房に関する論文(例えば
「ウィーン工房における陶磁器」 京都工芸繊維大学工芸学部研究報告 『人文』 第
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35号 昭 和61年度99ペ ー ジ)に もとづ き,「ウ ィー ン美術 工芸 学校 」 と した。
5)井 手 馬太 郎の 詳細 につ いて は,拙 稿 「明治 とデザ イ ンー 井手 馬 太郎一 」 『夙 川学 院短
期大 学研 究紀要 』 第5号 昭 和55年12月 参照
6)小 室 信 蔵 に つ いて は,拙 稿 「明治 とデ ザ イ ンー 小 室 信蔵(1}一」 『デザ イ ン理 論19』
1980年意匠学 会 参照
7)『 東 京工 業 学校 一 覧』 明治30・31125ペー ジに は,「図案 法 ハ,形 状 及装 飾 ノニ 部
二分 チ,形 状 ノ部 二於 テ器物 類 二於 ケ ル用 途 ト形状 トノ関係 并二 器体 各部 ノ 目的 及形
式其 他 一般 製 品 ノ形 状 二 関ス ル意 匠上 ノ原 則 ヲ授 ケ,次 二装 飾 ノ部 二於 テ模様 ノ資料
組織 并色 彩其他 装 飾二関 ス ル原 則等 ヲ授 ク。」 とあ る。
8)「 デザ イ ン」 とい う言 葉 が,公 的 文書 に は じめ て登 場 す るの もこ の 頃 と思 わ れ る。
1877(明治10)年の第1回 内国勧 業博 覧会委 員の報 告書 中 に,「形状 模様及 着色 等進 前
ノ法方 ハ,該 業 二篤志 ノ工 人 二教 フ ルニ意 匠 ノ学 ヲ以 テ シ……」 とあ り,産 業 振興 策
と して早 くか らデザ イ ン概念 導入 の試 みが な され よう として い たこ とを推察 させ る。
9)平 山英 三 は 『龍 池 会 報 告』 に,ウ ィー ンの オー ス トリ ア芸 術 ・産 業 博 物 館 副 館 長
JacobvonFalke(1825-1897)のAesthetikdesKunstgewerbes(Stuttgart,1883)を,第16,
17,23,26号の4回 にわ た り,「フ ァルケ 氏 美術工 業 論抜 粋」 と して紹 介 した 。 また
1885(明治18)年の五 品共 進 会報 告書 の1つ,『 繭 絲織 物 陶漆 器 共進 会 第 四区 陶漆 器
審査 報告 付 録講 話会筆 記』(明治19)の納 富介 次郎 の記事 「美術 品 ト応用 美術 品 ト普通
雑器 トヲ製 造 スル ノ目的」(26-27ページ)も また,器 物 学の 内容 に沿 った もので あ る。
10)1876(明治9)年 に内務 省勧 商 局 のデザ イ ン担 当部 門 と して 置か れ た製 品画 図掛 での
デザ イン業務 の実体 は,「徹 頭徹 尾古物 模倣 主義 で あって,古 実 に さ え嵌 って おれ ばそ
れで よい 」(『現 代 の図案工 芸』 第42号 大 正6年11月 深 田図 案研究 所2ペ ージ)
とされて い た。
11)山 川 武,吉 田千 鶴 子 編 『東 京 美術 学校 卒 業 制作 日本 画』 京 都 書 院 昭 和58年
30-31ペー ジ図版 参照
12)図 案 科設 置 以前 の 図案 家養 成 は絵 画科 が担 当 してい た。絵 画科 で 図案 を専攻 したの は
島 田の ほか,関 保之 助(1867-1945)およ び山 田於蒐 三郎(1870-1931)であ る(前
掲 書419ペ ージ)。
13)坪 井晋 編 『日本 美術 協 会報告』 第145号 日本美術協 会 明治33年9月44ペ ージ
14)前掲書44-45ペ ージ
15)1871年創 設 のSanFranciscoArtAssociation付設 の 美 術教 育 機 関,現 在 もな おSan
FranciscoArtInsituteとして 活動 を続 けて い る。MarkHopkinslnsituteofArtと通 称
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され たの は,1893年以 降1906年までの13年間で あった。 校長 のArthurFrankMathews
(1860-1945)は,画家 ・美 術教 育 者 と しての みな らず,カ リフ ォル ニア にお け る室
内装飾 を主 と した デザ イ ナ ー と して も名 を と どめてい る。 なお,1906(明治39)年の
サ ンフラ ンシス コ大地震 によ り,そ れ以前 の学校 の記録 は全 て失 われ た。
16)現 在 もな お ロ ン ドン大学 のGoldsmiths'College(SchoolofArtandDesign)として,ロ
ン ドンのNewCrossに存続 してい る。
Goldsmiths'Collegeに残 され て い る記 録 は1906(明治39)年以 降で,井 手 が夜 間部 に
在 籍 してい たで あ ろ う当 時 の専 攻 コー ス,カ リキュ ラム,教 員 ス タ ッフにつ いて は,
資 料 を欠 く。
17)農 商務 省が1896(明治29)年に発足 させ た海外研 修制 度。 海外研 修 者 に補助 金 を与 え,
当 該業 務 に関 して 一定 の 報 告 を義 務 付 け た。 彫刻 家 高村 光太 郎(1883-1956)も,
1907(明治40)年度 の海外 実業 練習 生の1人 であ った。
is)デ ザ イ ン技術 お よびデザ イナ ーの社 会 的地位 の 向上 と,デ ザ イ ナー 間の交 流 を計 る こ
とを 目的 として,1896(明治29)年に設 立 された。
19)経歴 は,1903(明治36)年の第5回 国 内勧 業 博 覧会 を機 に発刊 され た 『審査官 列伝 』
(明治36金 港 堂)29-30ペ ージ によ った 。
20)『 大 日本織 物協 会会 報』 第128号 大 日本織物協 会 明治30年6月105-106ペー ジ
による。
21)「 意匠 模 様 選定 法 」 と 「工 業 図案 法 改 良意 見」 との 間 に,在 ロ ン ドンの 井 手報 告 書
「輸出陶 器」(『農 商務省 商工 局臨 時報告 』第4冊 明治35)があ る。 本文約5ペ ー ジ,
図 版5葉 の簡 単 な もので,陶 器 の形状 に関す る現 地か らの改 良提 案 を内容 とす る。
22)前 掲 『東京 工業学 校一 覧』126-127ペー ジ'
23)井 手就 任 以前 の工 業 図案科 の教育 内 容 は,東 京美術 学校 の影 響 も強 か ったか ら,こ れ
は東京 美術学 校の 教育方 針 に対 す る挑 戦 と もと られか ねな い発言 で あ る。
24)平 山は 『図按』 第9号(明 治35年11月)の 「図按材料 選 択 の方 法」 に おい て,同 様の
意 見 を述べ てい る。
25)『1900年巴里万 国博 覧会 臨時博 覧 会事務 局報告 』 上 明治35農 商務 省639ペ ー
ジ
26)邦 訳が あ る。毛利 登編 訳 『装 飾の ハ ン ドブ ック』 昭和44東 京 美術
27)横 地清 次郎 編 『図按 』 第18号 明治36年9月 国光社27ペ ー ジ
28)タ イ トル はAChapterontheConstructionofsomeFiguresandCurvesinPractical
PlaneGeometryusefulinOrament.なおGeorgeWooliscroftRheadのThePrinciplesof
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Design(London,1905}にも,TheGeQmetricalBasesとしてWardど 同 じ よ う な 作 図 手
順 が 示 さ れ て い る 。
29)StuartDurantOrnamentNewYork.1986pp.25-26
30)例 え ばTheArtofDecorative1)¢signLondon,1862
31)山 形 寛 『日本 美 術 教 育 史 』 昭 和42黎 明 書 房354ペ ー ジ
32)深 田 関案研 究 所か らは このの ち,『輪 郭 図案』 続2(出 版 年不 明),「図案若 菜 集』(大
正5),『実用 家庭 図案集』(出版 年不 明),『図案 春秋 夏冬』(大正10),単 行 本 と して小
室信 蔵 の 『実用 配色 法』(大正7),『図案 学 精義』(大 正7),雑 誌 『現 代 の 図案』(創
刊 大 正3年2月,の ち に 『現 代 の図 案工 芸』,『図案 と工芸 』 にそ れぞ れ改 題,大 正 期
の貴 重 なデザ イ ン雑 誌)な ど,数 多 くの 図書 の出版 が続 け られ た。
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